
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多くの競技で今月末から佐賀市中学校総合体育

大会が行われます。基本的に夏の中学校総合体育

大会は、運動部の３年生にとっては最後の大会に

なります。全力を尽くして頑張ってください。 

さて、これまでの中学校総合体育 

大会を振り返ってみると、競技力 

だけでなく、礼儀や節度が細かく 

意識できているチームや人物が勝ち上がっている

ようです。それはなぜか。理由は上記のようなチ

ームが「応援されるチーム」だからではないでし

ょうか。試合において「応援」は大きな力になりま

す。特に勝敗を左右するような緊張する場面では、

いつも通りにプレーできないことがあります。そ

んな時こそ「応援」が選手の素晴らしいプレーを

引き出す力となります。だから、応援されるチー

ムは強いのだと思います。 

では、「応援したくなるチーム」とはどんなチー

ムでしょうか。それは、競技以外の生活場面で「挨

拶ができる。」「履き物を揃える」など、人のこと

を考えた行動ができるチームだと思います。周り

の人は自然とそんなチームを応援したくなります。

逆に競技以外の生活で自分勝手な行いをしている

と、実力があっても周囲から応援されず、勝利し

ても誰も称賛しないでしょう。 

これは、大会だけでなく、人生にも通じること

であると思います。まずは、挨拶や言葉遣いなど

の礼儀や周囲を意識した行動を心がけ、応援され

る人になりましょう。その先に「勝利」が見えて

くると思います。また大会後も、細かい礼節につ

いては継続して意識してほしいと思います。きっ

と、人としての成長にもつながるはずです。 

 

 

先日とても風が強い日があり、駐輪場でたくさ

んの自転車が倒れていました。近くにいた生徒が

作業をしていたので手伝おうと思い、私も自転車

をたてようとしたら「先生、やめてください。」と

言われました。その生徒は、あまりに風が強く自

転車が次々に倒れる様子をみて、倒れそうな場所

にある自転車を倒した状態にしてくれていたので

す。「今の状況では自転車を立て直しても再度倒れ、

壊れたり絡まったりするリスクの方が大きい」と

判断したようです。「気づき、考え、行動する」と

いう言葉があるように、人のために機転を利かせ

たすばらしい行動だと思いました。 

 

 

梅雨に入ると、雨が多くなってきます。また、雷

の危険がある日も多くなります。雷鳴が聞こえる

など、危険な状況が予測される場合は、以下のこ

とを念頭に置いて避難をしましょう。 

１．安全な空間へ避難 

 雷は、近くに高いものがあるとこれを通って落

ちる傾向があります。外にいて近くに高いものが

ない場合は、人に落雷しやすくなるので、できる

だけ早く安全な空間（建物の中など）に避難しま

しょう。 

２．安全な空間に避難できない場合 

 電柱や建築物などの高い物体のてっぺんを４５

度以上の角度で見上げる範囲で、その物体から４

ｍ以上離れたところ（保護範囲）に退避します。高

い木の近くは危険なので、最低でも木の全て 

の幹、枝、葉から２ｍ以上離れ 

てください。 

（参考資料）気象庁「雷から身を守るためには」 

  

主事の「ちょっといい話」 
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城南魂 
正しい心 

美しい心 

ねばり強い心 

「応援」を味方に 

勝利を目指そう！ 

 

４５° 

保護範囲 ４ｍ以上離れる 

雷雨に注意！！ 
 


